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I まえがき
尿尿処理の問題は，近来特に都市におい環境衛生
上，又行政上の重要な問題となってきており，過去
において幾たびか論じられ，多くの処理法が考案さ
れてきたが，その安定化，安全化および経済的な面
等から種々の難点を認めるものがあった。国土の人
口が膨大の一途をたどり，叉姻虫症，消化器疾患等
が未だに相当症例発生している現況において，この
問題は誌、々木格的に検討すべき段階にいたったので
はないかと思われる。而して嫌気性消f帥曹は尿尿処
理の一方法として最近各地で採用されるに至ったも 
のである。
尿尿消化槽は現在全国 20以上の都市に設置せら
れ，東京都のみでも 10数槽建設され既に活動して
し、るが，未だ日量 8000石を越える海洋投棄を行つ
ている。厚生省においても“尿尿処理計画"を発
表して，近い将来において海洋投棄を専ら陸上処理
にすべく切り替えを要求しており，尿尿消化槽の持
つ今後の役割は非常に大きいものと思われる。現在
の尿尿消化槽は， 300C保温， 30日消化の設計のも
のが多くあるが，その消化期間の短縮はいづれの消
化槽においても切望されている問題であり，尿尿消
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化槽における畑虫卵の生存率が消化機能検査の重要
な一指標になると思われる。わが衛生学教室では，
数年前より思師谷川教授を中心としてその直接御指
導のもとに尿尿処理研究員によって尿尿消イヒネ曹の問
題をはじめ幾多の業績を残しているが，本研究は消
化過程の尿尿中における畑虫卵の生存率に及ぼす温
度の影響を検討ーしたものである。
II 実験材料ならびに実験方法 
1. 実験材料
被検尿尿は東京都、清掃局が東京都区内の各便池よ
り汲取り，砂町下水処理場へ運搬した比較的新鮮で、
且つ多方面より集積したためよく混和された生尿尿
を主として用いた。実験室までの運搬には，大型硝
子瓶又は清潔な石油缶等を用いた。
被検刺虫卵は被険対照を数多く得る関係上，豚蜘
虫卵を用いて行った。人姻虫卵と豚畑虫卵との異同
については，斎藤(1957)の詳細な報告もあり，そ
の尿尿中浸漬の場合においても抵抗性についての差ュ
異は認められていない。投入豚畑虫卵は千葉市屠場
において採取したもので，同場へ送られて来た豚の
うちより姻虫症に自然感染した豚の屠殺した腸より
得た豚姻雌虫の発育良好なものを選び，予め用意せ
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る 300C~370C の生理的食塩水 (0.9%) をスれた容
器に雌雄姻虫を合わせて約 100条程度とし，速やか
に持帰り， 虫体を生理的食塩水をもってよく洗礁
し， 3L入りの硝子瓶に 2Lの生理的食塩水を充た 
した中に豚姻虫を投入し， 370Cの瞬卵器内にて 2 
~3 日間飼育し，概ね 24 時間経過した後にこの液
を更新し，旧液中に自然排卵した豚姻虫卵を 1分間
約 800廻転， 5分間，遠心沈澱ぜしめて得たものを
用いた。 
2. 実験方法
上記の方法によって得た豚蜘虫卵を，機に応じて
適宜被検尿尿中に投入し，各実験により時日を経てt
観察時期が到来したら各材料より採取した豚岨虫卵
を含む被検尿尿を市販ガ{ゼの 2枚を重ねたもので
7.kを加えて穏過しつ L上清が清澄となるまで反復数
回の水洗を行い， その沈澄に蛋白膜!除去の目的で
30%アンチフォルミン液を作用せしめ， 1分間 800
~1000 廻転にて 5 分間遠心沈殿を行い， その沈澄
を再び反復水洗後自然沈澱せしめて得た沈涯を培養
に附した。
培養芳法は「カワラケ」培養法を用いた。即ち，
素焼の円型「カワラケJの上部中央に凹みを作り，
この中に被検材ぅ併を入れ， これをそのま Lシヤ{レ
に納め， rカワラケjの2/3が浸るように 2.5%フォ
ルマリシ液をみたし， 250C~280C に調整せる贈卵
器中にて培養した。尚シヤ干レ中のフォルマリシ液
は毎週 2回宛更新した。
経過観察又は仔虫形成卵算定の顕微鏡検査に際し
ては， .培養中の「カワラケjよりほど粟粒大の材料
をデッキグラスに採り， これに約 0.03ccの蒸溜水
を毛細ピペットにて適下してよく混和し，虫卵数を 
50 個~100 個乃至 200 個を算出して観察を行った。
経過観察は適時行ったが，仔虫形成卵算定の時期
は一応培養 30日間とし，最終的に 60日後にも観察
を行った。その結果仔虫形成卵を生存卵とし，単純
胞卵，早期及び晩期桑実期卵，開斗状期卵ならびに
愛性卵は退化卵とした。仔虫形成率は
仔虫形成卵数 x 100 

全蜘虫卵数ー 

をもってあらわしたが，この全畑虫卵数から未受精
卵数は除外した。 
HI 第 1実験 100cc試験管による 60cc
隠原における 370Cならびに 300C保
温試験 (3 月 ~4 月〕
1. 実験方法 
約 100ceの試験管 4本の各々に被検生原尿 60cc 
を採り，その 2木くNo.1及び No.2とした〉に東
京者向少町消化槽から得た消化汚泥ぐ汚泥工〉を，他
り2本 (No.2及び No.5とした〉に醸酵研究にお、
けるアルコール蒸溜療液の消化汚泥(汚泥 II)を各
生原尿の 20%の割合に混和した。別に 1本 (No.3
とした〉には生尿尿のみ 72ccを採り対照とした。
各試験管には算術平均約 40，600個の豚姻虫卵をそ
れぞれ混入した。 No.1及び No.2試験管を 300C
に， No. 3，No. 4及び No.5試験管を 370Cの瞬、
卵器内に納め保温した。この実験においては観察日 
数が柏、粗となったが， 3日目， 7日目， 13日目， 25 
日目ならびに 49日目に各試験管より被検材料を採
取じて培養後検査を行った。
、2. 実験成績(図。
No.1;加温 3日目で 42%，13日目で 8%の生存
率を示すが， 25日目で 4%となり 49日目では完全
に死滅してし、る。 
No.2;加温 3日目で 30%，13日目で 6%，25日
目で 2%を示し， 49日目では何れも死滅した。 
No. 3; 370C保温実験の対照として用いたのであ
るが， 3.日目で 30%の生卵があるが， 7日目以降
では仔虫形成卵は認められなかった。 
No.4;加温 3日目で 32%が生存し， 7日目以後
には生卵は認められなかった。 
No.5;加温 3日目で 34%の生存率を示すが， 7 
日目以降は生卵は認められなかった。
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以上の如く本実験では 300Cと370Cとでは著し
く生存率の差があり，叉何れも比較的早く死滅する
傾向が見られた。この生存率が早く低下した理由と
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してスカムの発生を殆んど見なヵ、った事が挙け工られ
ると思う。
IV 	第2実験 lL硝子シリンダーによる 
500cc毘原における試験 
A. その 1 40oC，370Cならびに 30QC保温試
験 (8月--11月〕 
1. 実験方法 
40oC，370C及び 300Cの各温度について 8月より 
11月に至る比較的暑い時期から開始した。
第 1実験より和、大量について実験を行うため， 1 L 
のシリ γ ダー  3本に各々 500ccの生保尿をとり，そ
れに約 92，000個宛の豚蜘虫卵を混和援持L，夫々 
40oC，370C及び 300Cの府卵器に保温して適時材料
を採取し培養後生存状況を検査した。 
2. 実験成績(図 2) 
40oC; 2日加温のものでは未だ 63%の生卵を認
めたが，加温後 5日目では完全に死滅していた。 
370C;加温後 5日目のものでは 76%，8日目で 
55%，11日目で 43%と相当多く生存しているが，
爾後急速に生存率の低下をみせ， 14日目で 13%を
示すが 19日加温のものに及び全く生存卵が認めら
れなくなった。 
図 2 
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1字を同時に検する意味でスカムも同時に躍持した材
料について検査を行った。 
B. その 2 250C保温ならびに室温中放置試験 
(2月--10月〉
1. 	 実験方法 
1Lシリンダーを用いて行ったことは前実験と同
様であるが，被検尿尿は各々 900cc宛をとった。混
入豚畑虫卵は両シリンダ{とも 119，000個づつを投
入混和した。 
250C保温のものは 10日目より 60日目までは 10
日間隔に材料を採取し，以後は 5日日毎に 85日目
ぎで採取培養した。
室温中放置のものは実験開始が比較的寒冷期で、も
あり， 20日目より 20日間隔で、 100日目まで行レ，
以後は 10日間隔として 210日目まで行った。この
放置場所は当教室内寄生虫室において行ったのであ
るが，当室内の期間中室温は表 1の如く最高温度の
平均が 21.60 C，最低温度の毛れは 15.30 Cで，平均
室温は 18.;iOCであった。
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30oC; 7日加温で 70%，14日目で 73%，21日目
で 72%の仔虫形成率を示すが， 28日加温から 55%
と急に生存率の低下の傾向が見られた。而し 35日
目でも尚 32%の仔虫形成率を示し， 54日加温後の
検査では生存卵は認められなかった。
以上の結果から本実験においても 370Cと300Cで
は相当の聞きのあることが知られる。叉第 1実験及
び第 3実験なちびに文献上のそれと比較して姻虫卵
の生存が長く認められる。その理由の 1っとして本
実験においてはスカムの産生があり，実際問題を顧
慮して，汚泥のみならず脱離液における刺虫卵の生
JL|25j23o I 10| 山J1 
I 15.3 I 1	川1. )1(却 6 ) 
2. 	 実験成績(図 3) 
250C;加温 30日目までは 80%台の仔虫形成率を
保っているが， 40日目より降下線をたどりはじめ， 
65日目より 50%以、下となり， 75日目では 1%とい
う僅少値を示すに至り， 80日目以降は完全に死滅し
ている。
室温中放置; 110日目位までは相当な高率を保持
しているが，t)後 140日目まで過半数の生存を示 
+材斜採取口 
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状況を検査し得，叉スカム中の姻虫卵を検査対象よ
り除外出来得たと思う。この容器は 4個作製され，
C. その 3 500ec生理的食塩水における 370C
保温試験て10 月 ~12 月〉 
1. 実験方法 
1Lのシリンンダ{中に 500ccの生理的食塩水
をとり， これに豚畑虫卵を多数投入しで 370Cに保
温し，その生存状況を検査した。 
2. 実験成績(図 4) 
刻印刷別 
の 
ハ‘
10日目までは相当高率に生存するが， 14日目の
ものでは 55日間の培養後に検鏡を行つでも 84%の
蛸斗状期卵を認めるのみで以後も仔虫を形成してい
ない。これは 370C保温の対照実験として行ったも
ので，八木(1933)の実験によれば，適温であれば
食塩水中では相当高濃度であっても 2週間までは順 
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それぞれ 450C，40oC，3TCならびに 300Cの各温
度につし、て実験を行った。 450C保温のものでは， 6 
時間目までは 2時間毎に，以後は 1時間毎に材料を
採取し，水洗等の処理を行し、直ちに培養した。 400C
のものは 24時間間隔で材料を採取した。 370Cでは 
5日目から採取をはじめ， 7，8，9，10日目と連日
採取し， その後は 5日目毎に行った。 300C加温で 
図 5 
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L，170日目より急速なカープを描いて降下線をた
どり， 190日目では 11%となった。 200日日には桑
実期卵，開斗状期卵をそれぞれ 1%，2%と示して
いるが，退化卵が 97%であるので殆んど問題には
ならない。この実験は 2月末より 10月上旬まで行
ったのであるが，実験開始時期を春季.又は夏季とす
ることによって死滅時期も相当短縮するものと思わ
れる。 
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調に発育し，適当な条件下にあれば仔虫となるとい
っているの然し木実験では 3TCに保温した場合に
は常態より早〈発育が停止し，死滅することを示し
ている。
V 第3実験 2.3L硝子瓶による 2L毘尿に
おける 450C，40oC，370Cならびに 300C
保温試験(1 2 月 ~3 月〉
1. 実験方法
図5の如き硝子瓶を作製した。こめ中に被検尿尿
に豚虫回虫卵を混和投入し，直経 5mmの空気孔のあ
る硝子製のスリ合せ蓋を覆い購卵器の中に静置せし
め，被検材料の採取に当つては下部にあるピストシ
の運動をもって，上部に浮、併せるスカム等に全く影
響を与えることなく，極めて静かに沈澱汗泥部を暫
時捜持し，汚泥部分のよく混和撹持された頃を見計
ってピストン筒部の下部にある採取口より材料・を採
出して培養に附した。この特製容器の使用により，
殆んど汚泥部分に限った材料による豚蜘虫卵の生存
o d  	
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は 10日目， 20日日と採IllZL， Jj，、後は 5日目毎に探
出した。
2. 実験成績
450C;加温2時間では 60%と過半数の仔虫形成 
卵を認めるが，	 4時間で既に 50%と半数になり，
6 時間では ~8%， 7時間では 27%と急激な降下線
を描き，加温 8時間目では 0%となっている。(図
6) 
図 6・ 
1. 2 3 4 5 6 7 8(問時〉
一一一一，加温時間 
400C; 24時間加温では 75%，48時間では 64%
の仔虫を形成しているが， 72時間加温では 24%と
低下し 96時間目には麟斗状期卵を 2%認めるのみ
にて仔虫形成卵は認められず， 120時間 (5日間〉加
温のものは完全に死滅してし、た。 
3TC; 5日目で 83%， 7日目で 61%， 8日目で 
55%と相当高率に生存しているが， 9日目に及び仔
虫形成卵 5%，麟斗状期卵 1%と急速な低下を示し
図 7 
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た。 10日目以降が 100%の死滅を示すところから，
この 9日目の 5%もほど完全死滅に近いものと考え 
られる。 
300C; 30日目までは過半数の仔虫形成卵を認め
るが， 35日目項より生存率の低下を示し， 40日目 
では僅か 3%となり， 45日目以後には生存卵を認め
なかった。(以上図7) 
VI 第 4実験 15L毘原連続投入試験用
パイロットプラントにおける 370 C
保温試験(7月 ~10 月〉 
1. 実験方法 
15 Lの尿尿連続投入試験用ノξイロットプラントを
使用した。これは 370 C単槽 15日消化実験の一部と
して行ったものである。 まづ 370Cで、充分消イヒした 
j采尿をみたし，これに東京都砂町消1t;t普から毎日運'
搬した尿尿を毎日 1L宛濯注し，脱離液及び汚泥を
合して 1Lを抽出する連続処理におし、て，第 1回注
入尿尿中に約 630，000個の豚畑虫卵を混和した。そ
して一定日毎に抽出汚泥について培養検査を行い豚
脚l虫卵の生存状況を検査した。尚毎日脱離液ならび
に汚泥中の姻虫卵数を計測して卵の排出状態を観察
した。更にノミイロットプラント実験の経過中，時々
汚泥中の人蜘虫卵の生存率について検査をした。 
2. 実験成績
豚胸虫卵は 5日目では 37%が生存するが， 9日
目では既に完全に死滅した。
豚虫回虫卵の排出状況は汚泥においては 5日目には
じめて認められ，爾後 2~3 日で最高に達し漸次減
少して投入後約 3週間で極めて僅少となった。この
状態が亦パイロットプラント内の尿尿混和の状況を
推定せしめるようである。〔図 8)
図 8 
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人蜘虫卵は汚泥中に 15%前後生存しているが.

このことは毎日 1L即ち全量の 1/15量の出入があ
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るが，こうしたノミイロットプラゾトでは新旧の混和 1. 実験方法
がある程皮行われ，従って完全に死滅しないことを 採取量は運搬全量:を充分に捜持した後，生尿尿及
示しているものと考えられる。 び消化汚泥は各々 10CC，脱離液は 50ccをとり，
VII 第 5実験隠原消化槽内の蝦虫卵の 乾燥汚泥については 10grを秤量採取して検査を行
態度 った。
集卵探作は前記諸実験と同ーの方法で行し、，被検 
1957年夏及び 1958年春に東京都砂町消化槽なら 材料を反覆水洗後沈澱せ Lめ，その沈査に 30%ア
びに静岡修善寺消化槽を各々、 2回に亘り， 叉 1957 ンチフオノLミン液を作用させて蛋白膜を除去し，rカ
年春及び秋に北海道室蘭消化i槽を僅か 2問で、はある ワラケJ培養法にて 30日間， 250C~280C の贈卵器
が，各消化槽機能調査の一部として蜘虫卵の生存率 で培養を行い，各材料について 50個叉は 100個を
検査を行った。東京都砂町消化槽は 300C加温， 30 検微鏡下で算出し，仔虫形成卵をもって生存卵とし
日消化法を丹]し、ており，静岡修善寺消化槽は加温装 た。
置を設けず，解、加温式消化槽で 60日消化法であり， 2. 実験成績 
叉北海道室蘭消千七槽は 350C加温， 15日消化法を施 a) 生尿尿(投入尿尿)C表 2)
行中の消化情である。 各所の使池内での滞溜日数及び汲取り後消化槽到
表 2 生保尿(投入尿尿〕中生存率 C%) 
;741品lMJリH 修善寺桑晩実期期卵I麟状期斗卵 I仔形成虫卵 I退化卵
1957. 5. 24 13.0 75.0 12.0 
6. 10 
7. 23 100.0 20.0 60.0 20.0 
7. 25 100.0 6.0 28.0 35.0 31.0 
78.07. 27 22.0 15.0 75.0 10.0 
100.08. 20 1.0 15.0 75.0 9.0 
8. 22 100.0 19.0 81.0 
8. 24 100.0 8.0 2.090.0 
9. 4 100.0 
100.09. 7 
9. 11 89.0 11.0 
9. 18 12.088.0 
27.09. 25 73.0 
10. 1 90.0 10.0 
'90.010. 8 10.0 
10. 15 8.0 84.0 8.0 
86.(}10. 22 14.0 
が10. 29 100.0 
11. 6 70.0 30.0 
11. 13 21.0 72.0 7.0 
11.20 86.0 14.0 
11.27 73.0 27.0 
56.0. 33.0 

1958. 2. 17 

12. 10 11.0 
80.0 20.0 80.0 20.0 
2. 19 100.0 73.0 27.0 
3. 10 89.0 77.0 23.0 
3. 12 100.0 79.0 21.0 
室 蘭
仔形成虫卵 I退化卵 
76.0 
平 均 2.481 飢 6 j 9.36 1 0.63 I 10.72 1 72.73 j 15.91 I 76.0 j 24.0 
24.0 
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表 3 消化汚泥中生存率 C%)
、一-Fイ昨「砂 町)修善寺|室蘭.- 1 
¥ 発育 jl早 期晩 期麟斗|仔虫! ←晩 期麟斗|仔虫ト1FE-
日 時 .~桑実期卵桑実期卵設期卵|形成卵!退化札桑実期卵!状期卵|形成卵l退化卵!形成卵|地ftWß 
1957. 4. 9 6.0 6.0 41.0 47.0 
5. 24 44.0 56.0 
6. 10 15.0 85.0 
7. 23 86.0 7.0 48.0 13.0 32.0 
7. 25 44.0 42.056.0 7.0 35.0 16.0 
7. 27 26.0 37.0 37.0 8.0 38.0 35.0 19.0 
8. 20 14.0 35.0 51.0 6.0 24.0 45.0 25.0 
8. 22 44.030.0 19.037.0 
8. 24 8.0 26.0 39.0 40.0 21.066.0 
5.09. 4 9.0 36.0 50.0 
9. 7 4.0 51.0 
9. 11 15.0 85.0 
.1958. 2. 17 43.0 64.0 36.057.0 
2. 19 44.0 56.0 64.0 36.0 
3. 10 42.0 58.0 75.0 25.0 
3. 12 23.069.0 77.0 
平 均 。叫 o吋 6.00) 35.001 57.91) 2利川 ω[29刊日|8500
表 4
1汗H暗|砂町|修善寺|室蘭
脱離液中生存率 C%) 
ん背 --1一一一ーナ 1------， 一一i一一一一「
口?12成員:退化卵iz成員[退化卵I~成員(退化卵日時 l'I/J~71..J i 1/!/JT'.t"7I-'1 ['VJ_:!.A.i7I.1) 
I I14.0 I86.0 
7. 2& 0 I O! 38.0 I 62.0 I 
7J27lol oliol:82Jjll 
8. 241 3.0 1 97.0 1 13.0 1 87.0 
I17.0 I83.0 
3.101 1100.0 I20.0 I80.0 I〆 
3. 121 8.0 I 92.0 I 10.0 I 90.0 I 
平均 I13.5 I86.5 [ 17.8 ! 82.2 I15.5 )附
着までの日数が各々不確定であるので誤差も幾分有
るかと思われるが，何れの消化槽も生尿尿中の畑虫
卵生存率は平均値が，東京砂町消化槽では 88.16%，
修善寺消化槽では 72.73%，室蘭消化槽では僅か 1
同のみの検査の機会しか得られなかったが 76.0%と
相当の高率を示していた。 
b) 消印汚泥(表 3)
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第 4号 大田: 貯溜尿尿中における刺虫卵の死滅に及ぼす温度の影響 -923-
姻虫卵を全く検出しなかったが， 9月以降のものか る卵の一部には尚生存し成熟可能なものが有ったと
らは姻虫卵の存在を認めており， 最高 15%，最低 報告している。久津見(1958)は 28
0C___330Cに姻
。%，平均値 13.5%の生存率を示した。修善寺消化 虫卵含有!来尿を保海し， 28
0C--310Cでは 15日に至
槽は最高 38%，最低 10%，平均 n~( 17.8%であり， っても仔虫形成卵を認めたが， 32
0Cでは 15日， 
室蘭消化槽では 15.5%で、あったの 33
0Cでは 10日以内にすべて死滅し，尿尿消化槽内
の乾燥汚泥(表 5) の世田虫卵を撲滅するためには 32
0C___330Cに加温す
東京砂町消化槽の材料では仔虫形成卵を見ず，そ ることが望ましいと述べてし、る。
の全部が死滅してし、るという好成績をあげているの 原尿消化槽内での蜘虫卵に関する研究では，原 
修善寺消化槽のものでは最高 33%，最低 13%，平
IJ・石井(1956)が神奈川県選子消イげ哲 (300C，30 
均値 22%の生存率を認めた。室蘭消化槽につし、て 日消化法〕につし、て実験を行い， 9l回虫卵平均仔虫
は検査の機会を得なかった。 形成率は，投入尿尿 79.9%，脱離液 20.5%，消化問
泥 20.2~手，放流水 18.0%，乾燥汚泥 18;9% であった
vm者 察 と報告してし、る。小島(1957)は埼玉県行岡市消化
文献的見地から観察しても畑虫卵の温度に対する 槽につし、て検査を行い，消化槽内 22.5
0
C---32.1
0
Cの
抵抗力についての研究は今までに比較的多く行われ 状況のもとで，投入槽 71.8%・第 1消化槽 71.0%，
ており，吉田(1923)は各種温度における刺虫卵の 第 2消化槽 41.6%，脱離液 47.2%，消化f聞記 41.0%，
放流水 39.2%，乾燥汚泥 21.4%で、あったと述べてい
発育状況を観察し， 350 C以上で、は発育可能とは言 る。
えないと述べているο小県(1924--1925)は 40
0
C 本実験は消化尿尿中の各温度における蜘虫卵の生
乃至 980C までの温度について 1 秒~60 秒の間の各 存率を検討し，叉 2・3の消化槽における畑虫卵の
種時間を作用せしめた極めて詳細な報告を行ってい 運命を観察したものである。その実験成積から考案
る。青木(193りは 500C，450C，400Cの各温度に すれば次のようになる。
浸潰した豚姻虫卵について実験を行い， 50
0
Cは 60 450C加温で 8時間で死滅に至ってし、ることは，
分以上， 450Cは 10時間， 400Cは 84時間以げ十用 青木(1934)の 10時間完全死滅とほど同様な結果
せしめる時は発育能力を失うと述べている。 、が得られている ο 筆者の場合は探尿中に投入した虫
尿中におけるものでは皆川(弘)。皆川(静)に1919)， 卵であり， 8時間加温のものでは晩期桑実期まで発、
吉田・堀田(1919)，小林(1921)等が見られ，尿中 育する卵が僅か 1%認められており， 9時間加温で
における畑虫卵の温度との関係について検討せられ は全部が単細胞卵のま Lの状態で愛性，収縮等を起
ており， 200C以内の低温では相当長期の生存が可 していた。
能であり， 250Cで 40日(吉田)， 11oC~270C で 40 400C加温の場合においても 4日加温で麟斗状期
日以内， 300Cは8日以内， 370Cは6日以内(皆川〕 卵まで発育した 2%を残して全部退化している。第
で死滅する等の報告がある ο 2実験その 1の場合の 5日保温で完全死滅となった
尿尿中における実験報告で、は，村上(1954)が約 場合と比較して 1日の差が認められるが，この実験 
500 ccの尿尿を加温後放冷した場合， 600Cでは加、 でも 2日日以降の生存率は 65%前後以下であり，
、温直後に死滅し，叉持続加温した場合， 500C→ 20分， 殆んど両者とも同じ様な経過をとって死滅に至って 
550C→10分， 600Cでは加温直後に死滅し， 600Cま いる。叉被検材料の量が第 3実験の場合には 4倍で
で加温すればほ Y無害化が加温直後に起ると報告し あり，前記の如く 7号泥部分以外は殆んど捜拝が行わ
ている。岩井・中堀(1954)は 600Cより低い温度で れなかったことも留意せ、ねばならなし、。青木(1934)
も加温時間を延長すれば著しく殺卵効果を向上し得 は 84時間で死滅したと述べている。
ると述べ，加温温度，時間と姻虫卵の生存率との関 370Cについては，第 1実験では 7日目，第 2実験
係を反応速度論的解析をもって述べている。森下・ その 1では 19日目，第 3実験では 9日目で僅か 5%
西村(1954)は塵芥焼却熱利用による加温及び高圧 ながら生存卵を認めてし、るが 10日目には認められ
蒸気注入による加温実験につし、て述べており (500C なくなり，第 4実験では 9日目に死滅している。叉 
~60oC~700C)，虫卵の完全死滅を明らかにしてい 生理的食塩水で、行われた第 2実験その 3では 14日
るが只スカムが形成された場合，その中に含有され 目に認められなくなっている。これらの差異につい
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ては，実験容器及び実験容量が各実験で異ってお が示され， 394日の生存を示すものがあったと報告
り，叉実験方法も相異のあったことを考慮せねばな している。室内温度と尿尿内温度の差異について
らないと考える。第 1実験ではスカムも殆んど発生 は別個に実験を行ったが， 2 月 ~4 月の期間におい
を見ず而も 100cc試験管を用いており，第 2実験で て室内平均温度1l.60Cに対し，尿尿内平均温度は
は 1Lの容器で，相当量のスカムが発生し，毎回ス 10.90Cと僅かの差が認められたのみであった。
カムをも混和撹持した材料を採取し℃検査を行って 第 4実験におし、て豚自由虫卵は 9日目で死滅に至つ
いる。即ち第2実験ではスカムの影響が相当にあっ てし、るが，人畑虫卵は完全死滅の状態となり得な
たのではなL、かと思われる。由来腕虫卵はスカムに かった。これは連日新尿尿が容量の 1/15宛投入さ
集まり，而もスカム中では長らく生存することが知 れるため，新日尿尿の混和がある程度行われるため
られてし、る。前記森下・西村(1954)の報告では， の現象であろうと考える。尿尿連続投入式消化槽 
500C~600C の高熱を加えた尿尿中のスカムに含有 においても，これらの事実を勘案し，構造ならびに
された畑虫卵でも生存し，成熟可能なものがあった 管理に考案を加えれば完全死滅も不可能でないと考
と述べている。以上のことからノミツチ法による 370C える。
加温実験では，姻虫卵は 7日---10日の保温で死滅せ 各地消化槽における検査では，何れも投入尿尿中
しむることが可能であると考える。 に最も高率に生存することは当然の理であるが，こ 
300C保温の実験においては，第 1実験では 49日 れに次ぎ消化汚泥中に相当数の生卵が見られる。僅
目，第 2実験その 1では 54日目，第 3実験では 40 か2問の検査ではあったが 350C保温の室蘭消化槽
日目で 30%と僅かな生存率を示し， 45日目に至り が比較的良好な数値を示し， 300C保温の東京砂町
完全に死滅してし、る。久津見(1958)は 300Cを作 消化槽，無加温式の修善寺消化槽の順序となってい
用させた場合; 10 日目で 2~8% となり 12 日目で る事実から，やはり加温が必要であり， 而も 300C
完全に死滅したと述べているが，筆者の実験によれ では梢不足に感ずることは否めないようである。
ば第 1実験においては 13日目に 8%を示している 以上の結果から見ると，貯溜尿尿中における姻虫
が， 25 日目に至るも尚 2~4% の残存を認めてい 卵の温度の影響は，尿尿中以外の場合と同様に加担
る。第2及び第 3実験においては 10日目附近では 温度の高まるに従ってその生存率は低下してきてい 
70%~85% の高率を示しており， 35日目より 25% るが， 特に 370C以上の温度については僅かな、温度 
~32% と低下を示し， 45日目以降におし、て始め・て 差がその死滅時間の短縮を急速ならしめている。
完全に死滅してしるο これは現在， 300C保温， 30 300C加温で月余を要し， 350C 以下の温度でも尿尿
日消化法を施行しつ Lある東京都砂町消化槽の消化 中であれば何れも死滅の時期は到来するが，低温に
汚泥を検査しても， 12回の検査の平均値が 35%の なるに従い畑虫卵の生存も長期に亘っている。これ
仔虫形成卵を認めている事実上， 300C保温では 40 は室蘭y 東京砂町，修善寺の各消イヒ槽における数値
目---50日間の生存が可能なものと考える。 をみてもうなづける事実で¥ある。即ち高温であるほ 
250C保温のものでは，実験開始 21日目にはスカ ど尿尿中畑虫卵撲滅は容易であるが，消化槽等に実
ムが消失した。 250Cとしづ温度は姻虫卵を発育せ 際使用_i， 300Cと370Cとを比較した場合， 370Cの
しめる好適温度であり，所定の条件下に飼育すれば 方が 300Cよりも遥かに効果的であり， 叉合理的で 
30日位の経過をもって生存卵のすべてが仔虫形成 あると言える。
卵となり得る温度である。しかるに尿尿中において
は， 30日保温で 86%と高率に生存しながら，以後 む す び
は急速に生存率の低下を示してしるが終局的には 80 尿尿消化槽における畑虫卵の生存率が，消化糟機
日目で完全死滅状態となり， 300C保温において 50 能検査の一指標となり得ると思われるので，尿尿の
目前後で、死滅に至った事実と比較して相当の差異が 消化槽処理の基礎実際のーっとして本研究を行い，
認められる。 消化過程中における姻虫卵の生存率に及ぼす温度の
室温中放置試験では 200日自に仔虫形成卵が認め 影響を 450C，40oC，3TC，30oC，250Cならびに室
られなくなっているが，高野等く1926)の便池内で 内温度中の各温度において行い，併せて 2，3の尿
の実験でも，実験開始時期が春季からの場合と，秋 尿消化槽における姻虫卵の態度を検査し比較検討し
季からの場合とでは生存日数に相当差異のあること た。その成績を要約すると次の通りである。
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1. 貯溜尿尿中の畑虫卵は，加温温度の増加に従 
いその生存率の低下することが認められた。 
2. 450C保温では 8時間以上の加温で死滅する。 
以下に侭下65%日間加温で2保温では400 C3. 
し， 4 日~5 日間加温で死滅する。 
4. 370C保温では各種条件による差異はあるが， 
7 日 ~10 日間加温で死滅すると思われる。 
5. 300C保温では蜘虫卵を完全死滅に至らしめ
るには 45 日 ~50 日間の加温が必要であると思われ
る。 
の生存1%日間加温で僅か75保温では250 C6. 
卵を認めるのみであるが，完全死滅には 80日間加
温を必要とする。
7. 2月より 10月に至る平均温度 18.40Cの室温

中に放置せる貯溜尿尿中では 11%の畑虫卵が 190
 
日間生存し， 200日間加温検査で全部死滅していた。

8. 350 C保温， 15日消化の北海道室蘭消化槽で
 
は投入尿尿中 76%，消化汚泥中 15%，脱離液中 15.5

%の姻虫卵の生存を認めた。
 
9. 300 C保温， 30日消化の東京都砂町消似:曹で

は投入原尿中 88.1%，消化汚泥中 35%，脱離液中
 
13.5%の畑虫卵の生存を認めたが，乾燥汚泥中には
生存卵は認められなかった。 
10. 無加温式消化の静岡修善寺消化槽では投入民
尿中 73.7%，消化汚泥中 47.5%，脱離液中 17.8%，
乾燥汚泥中 22%の姻虫卵の生存を認めた。 
1. 以上の成績を検討した結果，尿尿消化槽内の
姻虫卵撲滅に要する加温温度は，消化時間を短縮せ
しめる意味において 300C以下ではその効果はあま
り期待出来ず， 370 C保温による 15日貯溜消化であ
れば蜘虫卵の死滅は充分に期待することが出来ると
信ずる。
木論文の一部要旨は昭和 31年第 16回日本寄生虫 
学会東日本支部大会及び同年第 11回日本公衆衛生 
学会総会において発表した。
稿を終るに当り，柊始御懇切なる御指導と御鞭捷 
を賜わり，叉御校閲の労を厚うした恩師谷川教授に
深甚なる感謝を表すると共に，種々御協力を賜わつ 
た衛生学教室尿尿処理研究員各位ならびに教室員各
位に深く感謝いたします。
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